


要約:1981 年から 1993 年迄の 13 年間当大阪市立大学にて妊娠 24 週以降出生した児のう

ち多胎及び生命を脅かす形態異常を伴った児を除く初産婦 3,682 名,経産婦 2,690 名の児

発育の検討を行った。出生時児体重は 1981 年からの 3 年間では 3,098g,経産婦 3,202g で

あったが 10 年後には 2,944g,3,073g とそれぞれ 154g,129g の減少が認められた。この間

在胎期間は初産婦 2.2 日,経産婦 1.3 日の短縮がみられたが妊娠満期では 1 週間に胎児体

重が 11O～130g 増加することを考えあわせると在胎期間の短縮だけでは児体重の減少を説

明できなかった。一方出生児の Ponderal　Index は初産婦では 27.1 より 25.1 へ、経産婦

では 28.O より 26.5へ減少していることより母体体重管理に伴う肥満を呈する出生児の体

重減少が推察された。そして児の頭囲は若干増加し、頭囲/胸囲比は著明に増加している

ことより児にとっては好ましい結果であると考察された。


